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（外部要因）半導体・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電・自動車の回復
・前年第3・第4四半期の急激な落込みの反動
・政府の財政支援

（内部要因）
・医薬事業のがん関連GE戦略の成功
・事業構造転換の成功
不採算事業の整理、固定費削減

→損益分岐点引下げ
在庫圧縮

第第22四半期までの状況四半期までの状況
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１．省エネルギー・省資源・環境対応型
産業構造への転換

２．新興国中心の経済成長

３．従来の技術偏重による差別化から
コスト志向、コモディティ化経済への変化

市場状況の変化市場状況の変化
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１．競争力の強い製品
（自社の得意な技術、スキル、経営資源を用いた製品)
を中心とした事業構造に変え、競争力の無い製品から撤退する。

２．当社の得意な技術、スキル、経営資源を発展させる手段として、
技術融合を一層促進させる。

３．『世界的すきま発想。』⇒巨大企業が狙わないか
又は狙って進入してきても我々が十分戦える市場で勝負する。

日本化薬の変化日本化薬の変化 ①①
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１．機能化学品事業 （環境・省エネルギー分野へのシフト）
LED封止用脂環式エポキシ樹脂、有機半導体材料
色素増感太陽電池

２．医薬事業 （がん関連分野のより一層の強化）
血管塞栓物質の導入、アパジコン（膀胱がん治療薬）の導入

３．セイフティシステムズ事業 （中国、メキシコでの生産開始）
グローバル、特に今後市場拡大が見込まれる地域での生産強化

日本化薬の変化日本化薬の変化 ②②

４．不採算品の整理、コスト競争力強化のための製造、販売移管
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連携と融合の成長シナリオ連携と融合の成長シナリオ

飛躍に向けた助走期間

ポートフォリオ

改革

事業の選択と集中

構造改革

５期連続売上げ

最高益更新

事業･製品の

さらなる整理

安全経営

中国ビジネスの加速

ﾏｰｹｯﾄｲﾝの戦略

成長拡大へ

積極投資

プロジェクト制度

組織改革

20
05
年
～
20
07
年

5月
期

5月
期

2011
年～2

013年

5月期
5月期

高分子ミセル抗ガン剤
開発への積極投資

2014
年～
2016

年

5月期
5月期

【目指す育成技術】
・ナノテク技術
情報通信・医療・安全

・省エネ技術
電池材料

・環境対応技術
樹脂など

【主たるターゲット】

・高分子ミセル（ＤＤＳ）
・LED封止用エポキシ樹脂
・色素増感太陽電池
•環境対応エポキシ樹脂

2008年～2010年
5月期 5月期

CSR(企業の社会的責任)の遂行

ＫＡＹＡＫＵ Ｓｐｉｒｉｔの浸透

第2期固定中
期計画

・ＭＥＭＳ材料
・小型ｲﾝﾌﾚｰﾀ

コア事業の一層の強化

強みの徹底（含むＭ＆Ａ）

第1期固定
中期計

画

創業100周年に向けて
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日本化薬の中期目標

2013年5月期に ROEROE 1010％％ を達成する

売上高 1800億円

営業利益 180億円

2010年5月期予想は、売上高 1,400億 営業利益 140億円 純利益 75億円
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2010年５月期第２四半期
決算説明会

平成21年12月25日
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20102010年年55月期上半期月期上半期 連結連結損益損益

（単位：億円）

3521◎ 193718当期純利益

▲ 21-1少数株主利益

▲ 152813法人税等

◎ 356630税引前利益

◎ 24-3-27特別損益

7050◎ 116857経常利益

◎ 5-5-11営業外損益

7050◎ 67467営業利益

▲ 10202192販管費

◎ 16275259売上総利益

60.4%65.0%％

◎ 60421481売上品原価

680655▲ 44696740売上高

修正当初Ｈ２１上Ｈ２０上

想予前年同期
差異額

績実

減収なるも増益を確保
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20102010年年55月期上半期月期上半期 単体損益単体損益

（単位：億円）

4226◎ 104232当期純利益

▲ 62014法人税等

◎ 176246税引前利益

▲ 0-2-2特別損益

6645◎ 176548経常利益

◎ 11-1営業外損益

6644◎ 156449営業利益

▲ 16162146販管費

◎ 31226195売上総利益

56.2%61.8%％

◎ 26290316売上品原価

500480◎ 5516510売上高

修正当初Ｈ２１上Ｈ２０上

想予前年同期
差異額

績実

増収・増益で業績の牽引役
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業績確保の要因業績確保の要因

①． 医薬事業の堅調と、急減速事業の回復

②． 売上総利益率の改善

③． 通常経費の抑制

④． 営業外損失、特別損失の減少

⑤． 棚卸資産の削減及び平準化

⑥． 手元資金の水準を維持
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医薬事業の堅調医薬事業の堅調

（単位：億円）

医薬 国内
がん関連製剤

医薬その他

その他

111 114 126 141 160

101 98 96 94 91

509 516 517

369

445

212 212 223 235 251

721 728 740

603

696

Ｈ１９上 Ｈ１９下 Ｈ２０上 Ｈ２０下 Ｈ２１上
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急減速事業の回復急減速事業の回復
月度売上高 対平成19年月平均 （単位：億円）

：３事業合計
需要の回復
・活況な中国市場(家電下郷）
・景気刺激策・財政支援策の効果
・急激な在庫調整の戻し

：半導体関連事業
：デジタル家電関連事業
：自動車関連事業

機能材
電材
ｾｲﾌﾃｨ
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売上総利益率の改善売上総利益率の改善 ＝＝4.4.66ポイントポイント

（単位：億円）

増加：医薬、機能材
減少：電材、色材、触媒、

ｾｲﾌﾃｨ、アグロ
◎16差引 増減

原価率ダウン（3.1P↓）
機能材
触媒
色材
アグロ

◎12

③．原価率の引下げによる増
価格差異（売価＆原料価格）
製品構成
不採算製品の整理

医薬の構成比アップ （30 → 36%）◎20②．事業構成比の変化による増

▲15①．売上の減少による減売
上
総
利
益
増
減

▲44売上高の減少

金額

【参考】

色材 ｾｲﾌﾃｨ

低

触媒 機能材アグロ電材医薬

売上総利益率高
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88 90 89 89 94

34 37 33 35 32

117 108 104 102 92

51 48
47 47 61

239 235 226 226 219

290 282
272 273 280

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期

通常経費の抑制通常経費の抑制

（単位：億円）

労務費

減価償却費

その他

試験研究費

通常経費

単体及びポラテクノ（単体)
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11月末：¥８６．８１／＄

９．６７／＄
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棚卸資産の削減および平準化棚卸資産の削減および平準化

（単位：億円）

200
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320

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

H18年度
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H21年度
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180

217 211

351
331

-100

-50
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100
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200
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300

350

400

手元資金の水準を維持：手元資金の水準を維持：連結キャッシュフロー連結キャッシュフロー

H19年上期 H19年下期 H20年上期 H20年下期 H21年上期

（単位：億円）

ﾌﾘｰCFの黒字化

投融資（設備&貸付）
の抑制

借入金の手当て

収入減 ≒
支出減 &在庫減

期末資金残高

財務ＣＦ

フリーＣＦ

投資ＣＦ

営業ＣＦ
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連結売上高・営業利益推移（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）連結売上高・営業利益推移（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）

（単位：億円）

機能化学品

医薬

ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ

その他

：営業利益

341 352 371

256
320

212 212
223

235

251

99 103
99

52

84

69 61 47

60

41

66
58

67

26

74

721 728 740

603

696

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期
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連結売上高・営業利益推移（会社別）連結売上高・営業利益推移（会社別）
（各区分の売上高は消去後）

日本化薬

ﾎﾟﾗﾃｸﾉｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｾｲﾌﾃｨ海外

その他連結

：営業利益

（単位：億円）

454
492 478

442
483

110
102 116

68
86

53
53 49

19

33

105 80 97

74

94

66
58

67

26

74

721 728 740

603

696

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期



26-44

-1

-1

-17

-29

0

-5

1

27

-9

-6

-4

1

連結売上高連結売上高 対前年同期対前年同期 及び及び前期差異前期差異

NK 機能材

電材

触媒

ｾｲﾌﾃｨ

色材

医薬

アグロ

他

ﾎﾟﾗﾃｸﾉ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

その他連結

総計

ｾｲﾌﾃｨ海外

（－） （＋）

（単位：億円）

（－） （＋）

対前年同期 対前期

ﾏｲｸﾛｹﾑ

【世界同時不況前】 【世界同時不況後】

92

19

1

14

18

0

-18

17

12

0

-16

18

27
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38 39 42

2

41

39 40
44

49

49
3

-1 -1
-15

-1

11 9
7

14

10

-25 -28 -24

-24

-25

66
58

67

26

74

連結営業利益推移連結営業利益推移

機能化学品

医薬

ｾｲﾌﾃｨ

その他

配賦不能費

（単位：億円）

連結計

H19年上期 H19年下期 H20年上期 H20年下期 H21年上期
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80 80 76
41

77

82 82
97

70

92

110 102
116

68

86

19 40
28

38

22

50
47

54

39

43

38 39 42

2

41

341 352
371

256

320

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期

売上・営業利益推移売上・営業利益推移 機能化学品事業機能化学品事業

触媒

機能性材料

電子情報材料
（ＮＫ他）

電子情報材料
（ﾎﾟﾗﾃｸﾉ）

色材

：営業利益

（単位：億円）
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148
158

170
187

198

35 30
28

25
27

2 2
3

3
3

20 19
20

20
22

39 40 44
49 49

205 208
220

234
249

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期

売上・営業利益推移売上・営業利益推移 医薬事業医薬事業 （消去前）（消去前）

営業本部

原薬国際

ﾌｰﾄﾞﾃｸﾉ

：営業利益

（単位：億円）

診断薬
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売上・営業利益推移売上・営業利益推移 ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ事業ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ事業

国内

ＩＳＳ (ﾁｪｺ）

ＬＳ （USA）

：営業損益

（単位：億円）

46
50 50

34

51

22 16 18

8

10

31 37 32

10

21

1

3
-1 -1

-15

-1

99
103

99

52

84

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期

KSM (ﾒｷｼｺ)
+ KSH (中国)
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売上・営業利益推移売上・営業利益推移 その他事業その他事業

アグロ

火薬

不動産

：営業利益

（単位：億円）

27

43

34

46

28

15

15

14

13

13

27
3

0

0

0

11
9

7

14

10

69

61

47

60

41

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期
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連結貸借対照表連結貸借対照表

資産 負債、資本

2009年5月期 2009年11月期 2009年5月期 2009年11月期

現預金等

売上債権

棚卸資産

その他流動資産

有形固定資産

無形固定資産

投資等
少数株主持分

資本

その他負債

長期借入金

短期借入金

評価換算差額

（単位：億円）

買掛債務

退職金給付引当金

繰延資産4 4
223 213

50 45

676 658

61 51

235 233

440 470

352 342

2040 2016

116 71
3 3

1139 1158

317 319

50 48

160 146

133 133

122 138

2040 2016



2010年5月期下半期業績予想

【基本戦略】
年初計画における戦略の踏襲
・利益重視の事業運営
・グループ経営の推進

中計に向けて事業基盤の整備
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20201010年年55月期下半期月期下半期 連結連結損益損益

（単位：億円）

◎ 1◎ 1938371924当期純利益

▲ 2▲ 631-34少数株主利益

◎ 3▲ 325282221法人税等

◎ 1◎ 2867663949税引前利益

◎ 4▲ 132-315-8特別損益

▲ 4◎ 4165682457経常利益

◎ 4◎ 1-1-5-2-9営業外損益

▲ 8◎ 4066742666営業利益

▲ 1▲ 16203202187201販管費

▲ 7◎ 56269275213266売上総利益

61.8%60.4%64.7%63.1%％

▲ 14▲ 44435421390455売上品原価

◎ 8◎100704696603721売上高

対Ｈ２１上対Ｈ２０下Ｈ２１下Ｈ２１上Ｈ２０下Ｈ１９下

減増計画実績

対前期では減益に



35

半期業績推移半期業績推移

（単位：億円）

【懸念材料】

・薬価改定

・需要の息切れ
中国の成長にﾌﾞﾚｰｷ
景気刺激策の打切
在庫調整

・原材料の上昇

・デフレ

・円高、株安

743 739 721 728 740

603

696 704

79

57
66

59
67

26

74
66

89

62
57 57 57

24

68 65

45

21 24

42

18 19

37 38

１８上 １８下 １９上 １９下 ２０上 ２０下 ２１上 ２１下

売上

営業利益

経常利益

当期純利益

収益は最悪期を脱したものの、先行きは不透明
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連結売上高・営業利益推移（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）連結売上高・営業利益推移（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）
（各区分の売上高は消去後）

：営業利益

（単位：億円）

機能化学品

医薬

ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ

その他

341 352 371

256
320 313

212 212
223

235

251 250

99 103
99

52

84 86

69 61 47

60

41 55

66
58

67

26

74
66

721 728 740

603

696 704

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期 H21下期
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連結売上高・営業利益推移（会社別）連結売上高・営業利益推移（会社別）
（各区分の売上高は消去後）

日本化薬

ﾎﾟﾗﾃｸﾉｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｾｲﾌﾃｨ海外

その他連結

：営業利益

（単位：億円）

492 478
442

483 488

110
102 116

68

86 93

53
53 49

19

33 34

105
80 97

74

94 89

454

66
58

67

26

74
66

721 728 740

603

696 704

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期 H21下期
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38 39 42

2

41
33

39 40

44

49

49

493

-1 -1
-15

-1

1
11 9

7

14

10
10

-25 -28 -24

-24

-25 -28

66
58

67

26

74
66

連結営業利益推移連結営業利益推移

営業利益

機能化学品

医薬

ｾｲﾌﾃｨ

その他

配賦不能費

H19上 H20上 H21上

（単位：億円）

H19下 H20下 H21下
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売上・営業利益推移売上・営業利益推移 機能化学品事業機能化学品事業

：営業利益

触媒

機能性
材料

電子情報
材料

（ＮＫ他）

電子情報
材料
（ﾎﾟﾗﾃｸﾉ）

色材

（単位：億円）

①更なる「事業仕分け」
・推進事業の加速
・再構築事業の対策
・不採算事業・製品の整理

②中国ﾋﾞｼﾞﾈｽ強化
・市場としての中国
・生産ｻｲﾄとしての中国

③次なる成長ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの創出
・ﾎﾟｽﾄNC3000
・ﾎﾟｽﾄｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ色素
・ﾎﾟｽﾄPDP用ﾌｨﾙﾑ
・ﾎﾟｽﾄC3触媒

80 80 76
41

77 68

82 82
97

70

92
84

110 102
116

68

86
93

19 40
28

38

22
21

50
47

54

39

43
46

38 39 42

2

41 33

341
352

371

256

320 313

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期 H21下期
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148
158

170
187

198 199

35 30
28

25
27 25

2 2
3

3
3 3

20 19
20

20
22 22

39 40 44
49 49 49

205 208
220

234
249249

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期 H21下期

売上・営業利益推移売上・営業利益推移 医薬事業医薬事業 ((消去前）消去前）

営業本部

診断薬

ﾌｰﾄﾞﾃｸﾉ

：営業利益

（単位：億円）

①薬価改定への対応

②GE抗がん剤のｼｪｱ最大化

③新製品開発の促進
・ﾐｾﾙ化抗がん剤
・多様な提携によるﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ
の充実

④生産体制の整備
・製品のｺｽﾄﾀﾞｳﾝと安定供給
・開発品の生産体制の構築

原薬国際
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46
50 50

34

51 52

22 16 18

8

10 5

31 37 32

10

21
18

1 10

3
-1 -1

-15

-1 1

99
103

99

52

84 86

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期 H21下期

売上・営業利益推移売上・営業利益推移 ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ事業ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ事業

国内

ＩＳＳ （ﾁｪｺ）

ＬS（USA）

：営業利益
（単位：億円）

KSM (ﾒｷｼｺ）
+ KSH (中国)

①ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな生産･販売対応
・堅調なｱｼﾞｱ市場への迅速な対応
（日本、中国、韓国）

・需要動向に対応可能な柔軟な
生産体制 （欧米）

②新工場の立ち上げ
・KSM：MGG生産のLSからの移管
・KSH：主力工場へ向けての

生産拡大

③ﾏｻﾞｰ工場としての姫路工場の
役割強化

・開発機能
・生産･技術・品質保証機能
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな人材育成機能
（教育、研修）
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売上・営業利益推移売上・営業利益推移 その他事業その他事業

：営業利益

（単位：億円）

アグロ

火薬

不動産

①ｱｸﾞﾛ事業の採算改善
・価格維持とｼｪｱ奪還
・安価原料の確保
・品質の確保と設備更新

27

43

34

46

28

42
15

15

14

13

13

13

27
3

0

0

0

0

11
9

7

14

10 10

69

61

47

60

41

55

H19上期 H19下期 H20上期 H20下期 H21上期 H21下期



2010年5月期年間業績予想
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20201010年年55月期年間月期年間 連結連結損益計画損益計画

（単位：億円）

202.3%◎ 38753766当期純利益

▲ 74-47少数株主利益

149.9%▲ 18533654法人税等

191.6%◎ 6313269127税引前利益

◎ 11-1-1213特別損益

164.6%◎ 5213381114経常利益

◎ 6-7-13-10営業外損益

149.0%◎ 4614094124営業利益

106.9%▲ 26405379393販管費

115.3%◎ 72544472517売上総利益

61.1%64.9%64.3%％

98.2%◎ 16856871932売上品原価

104.2%◎ 561,4001,3441,449売上高

率額計画実績実績

差異前年Ｈ２１年Ｈ２０年Ｈ１９年

利益は一昨年のレベルにまで戻る
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694 627 633

458
501

203
152

170

129

107
96

423

124

94

140

1449

1344
1400

H19年実績 H20年実績 H21年計画

連結売上高・営業利益推移連結売上高・営業利益推移((ｾｸﾞﾒﾝﾄ別ｾｸﾞﾒﾝﾄ別))
（各区分の売上高は消去後）

機能化学品

医薬

ｾｲﾌﾃｨｼｽﾃﾑｽﾞ

その他

：営業利益

（単位：億円）
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連結売上高・営業利益推移連結売上高・営業利益推移((会社別会社別))
（各区分の売上高は消去後）

日本化薬

ﾎﾟﾗﾃｸﾉｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｾｲﾌﾃｨ海外

その他連結

：営業利益

（単位：億円）

946 921
972

212 184
179

106
68

66

185

171
183

124

94

140

1449
1344

1400

H19年実績 H20年実績 H21年計画
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77

44
74

78

94

982

-17
0

20

21

20

-53
-49

-53

124

94

140

連結営業利益推移連結営業利益推移

営業利益

機能化学品

医薬

ｾｲﾌﾃｨ

その他

配賦不能費

H19年実績 H20年実績 H21年計画

（単位：億円）
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年間業績推移年間業績推移

（単位：億円）

1481 1449
1344

1400

135
124

94

140
151

114

81

133

66 66

37

75

H18年実績 H19年実績 H20年実績 H21年計画

売上

営業利益

経常利益

当期純利益
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医薬品新製品開発状況医薬品新製品開発状況 医薬事業医薬事業

起源：スペクトラム前臨床筋層非浸潤性膀胱癌EO9 (アパジコン)
膀胱用注入剤

第Ⅱ相
(米国)

乳癌、肺癌

起源：救急薬品工業第Ⅰ相癌性疼痛NKQ-01 (ﾌｪﾝﾀﾆﾙ)     
口腔粘膜貼付剤

起源：サノフィパスツール申請膀胱癌(再発予防)PMCJ-9 (BCGｺﾝﾉｰﾄ株)
膀胱用注入剤

起源：東京女子医科大学第Ⅱ相固形癌NK911 (高分子ﾐｾﾙ化ﾄﾞｷ
ｿﾙﾋﾞｼﾝ塩酸塩)注射剤

起源：
グラクソ・スミスクライン

追加試験卵巣癌NK211 (ﾉｷﾞﾃｶﾝ塩酸塩)
注射剤

起源：ナノキャリア第Ⅱ相胃癌NK105 (高分子ﾐｾﾙ化
ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ)注射剤

第Ⅱ相大腸癌NK012 (高分子ﾐｾﾙ化 ｶ
ﾝﾌﾟﾄﾃｼﾝ類)注射剤

海外(地域)国内
その他

開発段階予定される効能又は効果、
対象疾患名および症状名

治験薬記号(一般名)
および剤型
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